
減
量
化
・
再
資
源
化
を
推
進

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活

で
と
て
も
身
近
で
大
切
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

市
の
ご
み
処
理
の
現
状
と
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成20年度
ご
み
処
理
状
況

の

45000
46000
47000
48000
49000
50000
51000
52000
53000
54000
55000

45,000
0

50,000

55,000

900

1200

1500

900
0

グラム

1,292

47,711

平成16年度

総量
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47,825

53,480
52,321

50,841

トン

1,282

1,175
1,132

1,090
1,200

1,500

1日1人当たりの
排出量

リサイクル活動・ペットボトル店頭回収を除く。
平成16・17年度は、合併前の成田市の数値を用いています。

　 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

実施団体数 137 156 159 162

参加世帯数 15,975 20,311 21,060 23,163

回収量（トン） 2,294 2,745 2,771 2,610

リサイクル活動実績

リサイクル活動で生かされる資源

ご
み
の
総
量
は�

減
少
傾
向

　

市
の
平
成
20
年
度
の
ご
み
総
量
は
、

5
万
8
4
1
ト
ン
で
、
こ
れ
を
市
民
1

人
当
た
り
の
1
日
の
ご
み
排
出
量
に
換

算
す
る
と
、
1
、
0
9
0
グ
ラ
ム
に
な

り
ま
す
。
ご
み
総
量
は
、
こ
こ
数
年
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す（
下
図
参
照
）。

　

ご
み
の
処
理
に
要
し
た
経
費
は
、
21

億
7
、
0
7
7
万
円（
1
人
当
た
り
約

1
万
7
、
0
0
0
円
＊
）な
の
で
、
1

ト
ン
の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、

約
4
万
2
、
7
0
0
円
掛
か
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
平
成
20
年
9
月
末
日
の
外
国
人
登
録

者
を
含
む
人
口
12
万
7
、
7
9
9
人

で
算
出

リ
サ
イ
ク
ル
支
援
や 

減
量
器
具
設
置
補
助

　

市
で
は
、
各
家
庭
で
ご
み
の
減
量
化

と
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た

め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
の
活
動
推
進

と
、
家
庭
用
ご
み
減
量
器
具
を
設
置
す

る
家
庭
へ
の
補
助
金
の
交
付
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
団
体
活
動
支
援

　

自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取
り
組
む
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
毎
月
1
回
活
動
を
行
い
、

集
め
た
資
源
物
の
重
量
に
応
じ
て
団
体

に
奨
励
金（
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
10

円
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
1
6
2
団
体
が
活

動
し
、
約
2
、
6
1
0
ト
ン
の
資
源
物

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
た
。
1
団
体
平

均
で
は
、
16
・
1
ト
ン
を
集
め
、
約
16

万
1
、
0
0
0
円
の
奨
励
金
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

ごみ総量と1日1人当たりの排出量
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�購入後の申請は受け付けできませんので、必ず事前にクリーン推進課、下総・大栄支所農産土木課で手続きをして
ください。

家
庭
用
ご
み
減
量
器
具
設
置
費
補
助
金

　

生
ご
み
を
減
量
す
る
器
具（
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
、
生
ご
み
処
理
容
器
、
機
械

式
生
ご
み
処
理
機
）を
購
入
す
る
世
帯

に
、
左
表
の
通
り
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
器
具
を
購
入
す
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
補
助
金
の
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
は
使
い
切
っ
て

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
容
器
は
中
身
を
空
に

し
て
ご
み
に
出
さ
な
い
と
、
収
集
の
と

き
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
伊
地
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
と
き
、

爆
発
事
故
や
火
災
な
ど
の
発
生
原
因
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生

す
る
と
、
そ
こ
で
働
く
人
の
安
全
が
損

な
わ
れ
、
機
械
が
破
損
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
修
繕
に
多
額
の
費
用
と
日
数
を
要

し
、
そ
の
間
の
ご
み
処
理
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
ガ
ス
な
ど
を
使
い
切
っ
て
穴
を
あ

け
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
容
器
は
中
身
を

空
に
し
て
栓
を
開
け
た
ま
ま
か
上
ぶ
た

を
取
っ
て
、「
金
物
・
陶
磁
器
類
」（
下

総
・
大
栄
地
区
は
「
ビ
ン
・
カ
ン
」）の

黄
色
の
指
定
袋
に
入
れ
、
収
集
日
の
午

前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ガ
ス
ボ
ン
ベ（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用

を
除
く
）や
消
火
器
は
、
市
で
は
処
理

で
き
ま
せ
ん
の
で
購
入
し
た
販
売
店
や

専
門
の
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

補助の対象者

①世帯主
②市税を滞納していない人
③�コンポスト容器を設置できる敷地を有する人（コンポ
スト容器の補助金を受ける場合に限ります）

補助金額

購入額の2分の1に相当する額（100円未満の端数切り捨
て）。上限額はコンポスト容器5,000円、生ごみ処理容
器1,500円、機械式生ごみ処理機50,000円（空港騒音地
域は50％増し）

補助基数 コンポスト容器・生ごみ処理容器は、1世帯当たり2基
まで、機械式生ごみ処理機は1世帯当たり1基まで

コンポスト容器・生ごみ処理容
器の再補助対象資格

前回の申請から5年以上経過している場合、または2年
経過し破損などにより使用不能になった場合

機械式生ごみ処理機の再補助対
象資格

前回の申請から5年以上経過し、故障などにより使用
不能な場合

家庭用ごみ減量器具設置費補助金

　8月2日（日）を基準日として、市
内各地域で『ポイ捨てをなくし、
私たちのまちを私たちの手で美し
く』を合言葉に、区や自治会など
の協力により、環境美化運動が実
施されます。
　この運動では、各地区の道路や
公園などに投げ捨てられたビン・
カンなどの収集や、散乱ごみの収
集、草刈りなどが行われます。
　快適で住みよい環境作りに、ご
協力をお願いします。
※�くわしくはクリーン推進課（☎
20-1530）へ。

第100回環境美化運動

美しいまちを
わたしたちの手で

ペットボトルの回収にご協力を

※�ペットボトルは各地域リサイクル団体やペットボトル店頭回収協力店へ（下総・
大栄地区は収集日に集積所へ出してください）。くわしくはクリーン推進課（☎
20-1530）へ。

� 広報なりた 2009.7.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


